
放射性医薬品を用いた診断 

 

 インビボ検査（核医学検査）とは 

放射性医薬品を用いた診断は大きく 2 種類に分類されます。一つは、ある種の放射線は生体透過性が高いと

いう性質を利用して体内に放射性医薬品を投与し、臓器や組織の機能を放射線が検出できるカメラなどを利

用して直接調べる核医学検査です。なお、インビボとは、「生体内で」という意味です。 

もう一つは体外診断用放射性医薬品を用いたインビトロ検査を言い、詳細は「インビトロ検査とは～体外診

断用放射性医薬品が用いられる主な検査」の項目をご参照ください。 

 

 

 核医学検査の特徴 

核医学検査は、体内に放射性医薬品を注射・吸入・内服等の方法で投与し、臓器や組織の働きを調べるため

の画像検査手法で、「アイソトープ検査」や「RI（アールアイ）検査」とも呼ばれます。 

画像検査でよく使われている「CT（Computed Tomography：コンピュータ断層撮影）」や「MRI

（Magnetic Resonance Imaging：核磁気共鳴画像法）」が「臓器の形態」を詳しく見る検査であるのに対

し、核医学検査では臓器の「働き」や「代謝の状態」などの「生体の機能」を評価できるのが特徴です。例

えば、疾患による血流や糖代謝の異常は、臓器の形態が変わる前に起こることが多いことから、核医学検査

は疾患の早期発見に役立ちます。 

＜主な核医学検査＞ 

  部位 主な疾患/目的 

SPECT 検査 

骨 骨転移、骨折 

脳 脳血管障害、認知症、変性性疾患（パーキンソン病など） 

心臓 心筋梗塞、狭心症、心不全、心筋症 

肺 肺塞栓症、肺機能評価 

センチネルリンパ節 腫瘍近傍のリンパ節への転移有無の診断 

PET 検査 
全身 悪性腫瘍（病期、転移、再発） 

脳 アルツハイマー病による脳内アミロイドβプラークの確認 

 

(Copilot 生成図) 

      

      
      
       
    

     
       

     
    

        
        
  

   
        
      

        
        
        
  



 SPECT 検査とPET検査の違い 

核医学検査は主に「SPECT 検査」と「PET 検査」があり、心臓や脳の機能評価、がんの診断など幅広く利

用されています。 

SPECT 検査は、γ（ガンマ）線を放出する放射性医薬品を体内に投与して、専用のカメラで撮影し、断層画

像を作成する検査方法であり、多くの臓器・機能を対象にした検査（心臓、脳、肺、肝臓、腎臓、副腎、

骨、甲状腺など）が可能です。また使用する放射性医薬品の半減期はおおよそ 1～3 日程度、短いものでも約

6 時間であり、使用する核種によっては投与できる時間幅が長く、検査の汎用性が高いという特徴がありま

す。 

PET 検査は陽電子（β⁺:ベータプラス線）を放出する放射性医薬品を体内に投与し、その放射性医薬品から

出る陽電子が体内で電子とぶつかり、消えるときに放出される消滅放射線を専用のカメラで捉えて断層画像

を作成する検査方法です。SPECT 検査と比較して、断層画像や三次元画像が容易に得られることから、がん

の診断や脳の働きを調べる検査に広く利用されています。 

  SPECT 検査 PET 検査 

撮影法 単一光子放射断層撮影 陽電子放出断層撮影 

使用する放射線 γ（ガンマ）線 β⁺（ベータプラス）線（陽電子）、消滅時に消滅放射線 

半減期 1～3 日程度（短いものは約 6 時間） 数分～半日程度 

核種の例 99mTc、123I、111In、201Tl、67Ga､131I 18F、68Ga、11C、13N、15O 

画像の特徴 

汎用性が高いが、空間分解能は PET より

劣る。SPECT-CT 装置により形態情報の

把握も可能。 

画像が鮮明で 3 次元画像が得られ CT や MRI の画像と重

ね合わせることで、形態情報も把握しやすい。 

 

 

 SPECT/PET検査に用いる機器について 

SPECT 装置は、体内の放射性医薬品から放出されるガンマ線をガンマカメラで検出し、画像化します。一般

的な SPECT 装置には、2 台の検出器が備わっています。 

SPECT 装置と CT 装置が一体化した「SPECT-CT 装置」の普及が進み、CT 画像で臓器の形を把握し、

SPECT 画像で生体機能を評価することが容易になりました。2 つの画像を重ねることにより、SPECT 検査

単独と比較して位置情報の把握が容易になり、診断精度が向上しています。 

(提供：GE ヘルスケア・ジャパン) 

 

PET 装置は、陽電子を放出する放射性医薬品を体内に投与し、その陽電子が周囲の電子と結合して消滅する

ときに放出される放射線を検出し、その分布を画像化します。 

PET 装置の検出器は 360°の円形リング状となっており、体内から放出される放射線をあらゆる角度から検

出します。 



PET 装置と X 線 CT 装置が一体化した「PET-CT 装置」や、PET 装置と MRI 装置が一体化した「PET-MRI

装置」が普及し、SPECT-CT 装置と同様に、「形態画像」と「機能画像」を重ね合わせた診断が可能です。 

（提供：GE ヘルスケア・ジャパン） 

 

SPECT 装置、PET 装置はいずれも放出される放射線を専用の検出器で捉え、放射性医薬品の体内分布を推

定し画像化しています。SPECT 検査で用いる RI から放出される放射線は単一であるのに比べ、PET 検査で

検出する消滅放射線は 2 方向に放出されることから、位置情報の推定がより正確に行えるため、PET 装置で

は SPECT 装置よりも分解能の高い画像が得られます。 

 

 

 SPECT/PET検査の安全性について 

副作用発現頻度/率 

最新の調査（2023 年度 放射性医薬品副作用事例調査報告：（公社）日本アイソトープ協会 医学・薬学部会 

放射性医薬品安全性専門委員会）によると、調査対象 1,181 施設のうち、971 施設より回答が得られ、回

答施設における放射性医薬品の投与件数 884,272 件のうち、副作用事例は 15 件報告され、副作用発生率は

100,000 件あたり 1.7 件であったと報告されていることからも、発現頻度は非常に少ないのが特徴と言えま

す。2019 年～2022 年度調査で報告されている副作用発生率は 100,000 件あたり 1.3～1.9 件であり、同様の

傾向でした。 

＜参照元＞ 

放射性医薬品副作用事例調査報告 第 46 報（2023 年度 第 49 回調査）例調査報告 

核医学 62 巻 1 号、p.7-17、2025  

https://www.jstage.jst.go.jp/article/kakuigaku/62/1/62_rp.2531/_pdf/-char/ja 

  

https://www.jstage.jst.go.jp/article/kakuigaku/62/1/62_rp.2531/_pdf/-char/ja


核医学検査による被ばく（以下の転載情報をご参照ください） 

転載元からの引用文：私たちは日常生活においても、わずかですが天然の放射線を受けています。大地に含

まれる天然のアイソトープからの放射線、宇宙からやってくる放射線の一種である宇宙線、食事などにより

からだの中に入る天然アイソトープなどがあります。これらをすべて総合すると 1 年間に約 2.4 ミリシーベ

ルト（世界の平均値）の放射線を受けています。核医学検査では、1 回におよそ 1～15 ミリシーベルトの放

射線を受けます。 

 
出版物：核医学検査 Q&A なぜ核医学検査を受けるの？ 

企画・編集：日本核医学会、日本核医学技術学会 

発行：日本核医学会、日本核医学技術学会、日本アイソトープ協会 

 

 

 インビトロ検査とは 

患者さんから採取した血液や尿などの検体を試験管内で反応させ、血液や尿中のホルモンや酵素、腫瘍マー

カーなどの微量物質を測定する検査をインビトロ検査といいます。インビトロ検査に使われる試薬のうち、

国などから認められた試薬を体外診断用医薬品といい、体外診断用医薬品を用いて検査することで、病気の

早期発見や治療効果の評価に役立ちます。なお、インビトロとは、「試験管内で」という意味です。 

 

 

 体外診断用放射性医薬品の特徴 

体外診断用医薬品のうち、放射性同位元素で標識した試薬を用いることで、極めて微量な物質を高感度に測

定できる試薬を体外診断用放射性医薬品といいます。体外診断用放射性医薬品の測定法には、ラジオイムノ

アッセイ（RIA）やイムノラジオメトリックアッセイ（IRMA）などがあります。 

 

 



 体外診断用放射性医薬品が用いられる主な検査 

体外診断用医薬品は、血液や凝固関連物質を測定する血液学的検査用試薬、生体内の酵素やビタミンを測定

する生化学的検査用試薬、腫瘍マーカーや自己抗体を測定する免疫学的検査用試薬、ホルモンを測定する内

分泌学的検査用試薬、細菌を同定する細菌学的検査用試薬等に分類されます。このうち、ビタミンや腫瘍マ

ーカー、自己抗体、ホルモン等の検査において、放射性同位元素で標識した試薬を用いる体外診断用放射性

医薬品が欠かせない検査があります。これらの検査では、体外診断用放射性医薬品を用いることで、極めて

微量な物質を高感度に測定し、病気の早期発見や治療効果の評価に役立てられています。 

 

 


